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1． まえがき

 先に，我々は本校の2・3年生を対象に生活意識と実

態に関するアンケート調査1〕を行なった・その結果，ア

ルバイトに従事している学生がきわめて多い事実や学習

時間が全般に不十分であることなどが明らかになった、

 すなわち，調査対象者全体の80％以上が長期休暇中に

アルバイト経験を持ち，さらに，長期休暇中以外の平常

時（以下，r平常時」という）のアルバイト経験も2年

から3年にかけて増え．，3年では60％近くの学生がアル

バイトを経験している（表1．表2参照）．

 一方．，学習時間については、r全然しない」が25％，

「1時間以内」が47％にも達している（図1参照）， 2

・3年生は高専の中核学年であり，同年令の高校生に先

んじて大学レベルの教科内容が登場する時期でもある．

そのような学習内容を理解するには，学習時間が余りに

も少なすぎるといえる．

昭年口63年4月11日受理
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 このように，アルバイト経験者数の増大や学習時間数

の低下，さらには・，本校のような都会校にみられるアル

バイトに手軽に従事しうる環境等を考えるならば，アル

バイトの問題を積極的に学生指導に取り込んでいくこと

が必要と思われる。

 そこで，我々は・，学生のアルバイトの実情をより詳し

く知るために，昭和62年2月と昭和63年1月に，本校3

年生を対象にアンケート調査を実施した．調査方法は，

昭和61年度の学生に対しては，アンケート調査用紙に無

記名で記入する方法とパソコンと対話しながら入力させ

る方法2〕（試験的に1クラスのみ実施）を用いた．昭和

62年度の学生に対しては，全員パソコンと対話しながら

入力させる方法で実施した．回収率は、昭和6ユ年度は回

答者206名で，95．7％（在籍者209名），昭和62年度は

回答者192名で，94，6％（在籍者203名）であった．

 さらに，保護者のアルバイトに対する考え方を知るた

めに 同様のアンケート調査を保護者に対して実施した．．

なお，調査用紙は郵送ではなく，学生に持ち帰らせ、担

任が回収した．回収率は，昭和61年度は回答者163名で

78．O形，昭和62年度は回答者151名で。，74．4％であっ

た．

 本稿は，これらのアンケート調査の結果に若干の考察

を加えたものである．
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2．アルバイトの動機

 長期休唆中と平常時のアルバイト経験者数一を表1，表

2に示す．ここで，昭和60年度の調査結果は文献1によ

るもので，昭和61，62年度は今回の調査結果である．今

回の調査は，過去1年間のアルバイト経験を聞いたもの

であり，長期休暇中では約80％の学生がアルバイトを経

験しており，平常時でも約60％の学生がアルバイトを経

験している．

 ところで，そのアルバイトの動機は何であろうかア

ルバイトの動機について，長期休暇中と平常時に分け集

計したものを表3に示す．ここで，割合は複数回答であ

るので回答者数で割ったものである．回答は3つまでの

複数回答であったので，殆どの学生がまず第一に「お金

が欲しい」（97．O％，平常時の割合）と答えている．

次に「時間が余る」 （37．8％）， 「社会を知りたい」

（33．2％）， 「家にいても面白くない」（25．5％）の3

つの選択枝の中から2つを答えたかたちである． 「お金

が欲しい」以外の動機としては，「時間が余る」，「社

会を知りたい」であり，このj順位は，62年度の平常時で

「時間が余る」と「社会を知りたい」が入れ替わるが，

長期休暇中か平常時に関係なくその傾向には変りがない．

また平常時では，長期休暇中に比べて「時間が余る」と

「社会を知りたい」の割合が低くなっている．

 それでは，最も大きな動機であるお金は何に使われる

表1 長期休暇中のアルバイト経験者数

中馬義孝 畠山信敏 宮本晴生  大阪府立高専研究紀要

のであろうか アルバイトの収入の使途（複数回答で2

つまで）は，表4に示す通りである。多い順に列挙する

と，オーディオ，パソコン，ビデオ，バイク等の機器購

入費（46．O％），遊興費（41．4％），衣服費（32．5％）

車の免許取得費（21．9％）である．平常時では，長期

休暇中に比べて，「遊興費」の割合が高くなり，「機器

購入費」の割合が低くなっている．

 一方，生活費・学費は，平常時でさえ僅か（17．7％）

である．この結果から分かるように，生活費・学費のた

めにアルバイトをしている学生は少ない．ちなみに，昭

和60年に学徒援護会が実施した大学生のアルバイト調査3〕

を見てみると，学費・修学費（12．9％），食費・住居

光熱費（14．0％），娯楽・嗜好費（41．O％），課外活

動費（15．3％），その他日常費（15．6％）， その他

（0．4％）である．大学生でも，娯楽・嗜好費がかなり

をしめ，生活費・学費は27％程度である 本校のように

自宅通学が前提であれば，当然生活費の部分は割り引い

て考える必要があり，大学生も本校の学生（3年生）も

同じ様な傾向にあるといえよう．

 すなわち，アルバイトの本来の修学を維持しようとす

る目的は薄れてきており，現代社会の物質的豊かさの中

で，アルバイトの目的は多様化してきているが，その豊

かさをより一層追及するためにアルバイトをするという

ような形態に変わってきているといえよう．

 一方．保護者の意識も子供のアルバイトに対して，黄

表2 平常時のアルバイト経験者数

60年度 60年度 61年度 62年度
2年 3年 3年 3年

あ  り 160 169 155 162
（％） （80．O） （87．1） （75．2） （84．4）

な  し 40 25 51 30
（％） （20．0） （12．9） （24．8） （15．6）

回答者数 200 194 206 192

60年度 60年度 61年度 62年度
2年 3年 3年 3年

あ  り 73 108 122 132
（％） （37．4） （57．8） （59．2） （68．0）

な  し 122 79 84 62
（％） （62．6） （42．2） （40．8） （32．0）

回答者数 195 187 206 194

表3 アルバイトの動機

長期休暇中 平  常   時

61年度 62年度 合計（％） 61年度 62年度 合計（％）

お金が欲しい 149 159 308（96．9） 112 116 228（97．0）

時間が余る 75 80 155（48，7） 42 47 89（37．8）

社会を知りたい 62 72 134（42．1） 29 49 78（33．2）

家にいても面白くない 35 44 79（24．8） 29 31 60（25．5）

友達（仲間）が欲しい 19 28 47（14．8） 16 24 40（17．0）

生産的な仕事がしたい 5 13 18（5．7） 3 9 12（5．1）

学校にいても面白くない 12 3 15（4．7） 13 3 16（6．8）

回答者数 153 165 318 116 119 235
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表4 アルバイト収入の使途

長期休暇中 平  常  時
61年度 62年度 合計（％） 61年度 62年度 合計（％）

生活費・学業費 23 17 40（12．8） 26 16 42（17．7）

ク ラブ活動費 6 8 14（4．5） ．5 6 11（4．6）

機 器購 入 費 72 99 171（54．6） 45 64 109（46．O）

車の免許取得費 39 53 92（29．4） 22． 30 52（21．9）

遊   興   費 40 63 103（32．9） 45 53 98（41，4）

衣   服   費 50 46 96（30．7） 44 33 77（3215）

旅      行 30 18 48（15．3） 17 12 29（12．2）

そ   の   他 18 12 30（9．6） 13 9 22（9．3）

回 答 者 数 148 165 313 118 119 237

戒する（6．1％），条件次第で賛成する（89．2％）で，

学生のアルバイトに対して非常に寛容的である．

 次に，アルバイトのお金以外の動機について考えてみ

る．「時間が余る」については，我々教師の側としては

理解し難いのであるが，本校の学生の学習時間をみれば

容易に理解できる．以前に本校で実施した生活実態調査1）

によれば，2・3年生の平均学習時間は，「なし」が25

％を占め，さらに「1時間以内」の者とを合計すると72

％にも達する．ちなみにNHK世論調査部「日本人の生

活時間1985」の調査結果3〕と比較すれば大学生と同様

に小学生以下である．この結果と本校の調査結果の比較

したものを図1に示す．

 したがって，アルバイトの動機として，「時間が余る」

は本来学習しなければならない筈であるのに，それを怠

っているためではないか特に問題となるのは，平常時

のアルバイトで，従事日数の多い場合であろう．

 次に「社会を知りたい」であるが，いわゆる，社会勉

強は，本校を卒業後，多数の学生が実社会へでて働くこ

とを考えれば，在学中に社会を知ることは望ましいこと

であろう．しかし一方で，学生がアルバイトを正当化す

るための理由として挙げるのも事実である．

 また，アルバイトの動機とアルバイト収入の使途をク

小羊生

中学生

高技生

一皿皿なし塵窒劃1崎間以内 魎3時固以内

商専2年生

高専3年
大学生

図1 学校外の学習時間

ロス集計したところ，特に，昭和62年度の学生の平常時

のアルバイトに関して，使途を「遊興費」と回答してい

た者は，動機に関して「家に不満がある」と「友達（仲

間）が欲しい」と回答している割合が，他の動機に比べ

20％程度高くなっていた．このような学生に対しては，

個別の指導が必要だと思われる．

3．アルバイトの実態

 アルバイトの経験者数については裏1，表2のとおり

であるが，アルバイトを全然経験していない者は9．3％

に過ぎない 高専生は学年が進むにつれて，ほとんどの

者がアルバイトに従事するようになる場といえよう．

 アルバイトを経験した学生の割合は年度によって余り

大きな差がみられなかった この調査では，学校生活に

「とても満足」と「やや満足」と回答した者を合わせる

と26．4％，「とても不満」「やや不満」と回答した者を

合わせると37．7％であり，「普通」と答えた者が35．9

％であった これらの者のアルバイト経験を比較すると

満足者が平常時の従事日数でやや少ないものの，余り大

きな差がみられなかった

 長期休暇中におけるアルバイトの従事日数を2年の春

休み（30日）．3年の夏休み（45日），3年の冬休み

（15日）に分けて図2に示した．アルバイトをしていな

2年の春休み

3年の夏休み

3年の冬休み

0［四皿していない 函ヨ1／3以内

㎜2／3以内  幽 2／3以上

図2 長期休暇中のアルバイト従事日数
   （休暇期間に対する従事日数の割合）
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い者は2年の春休みには61．6％であったが，3年の夏休

みには39．2％まで減少している．3年の夏休みには

18．3％の者が休暇中の3分の2以上の期問をアルバイト

に費やしている．運動クラフに属している者は回答者の

45％，文化クラフに属している者は23％およびクラブに

属していない者は32％であり，それらの学生の夏休み中

のアルバイト経験を比較したのが図3である．クラブに

属していない者の方がクラブに属している者よりも従事

日数が少し多くなっている．クラブヘの所属による差は、

2年の春休みでは3年の夏休みと同じ傾向であったが，

3年の冬休みでは，その差は全然みられなかった．

㎜㎜していない 幽1／3以内
因2／3以内  翻2／3しし止

表5 アルバイトの職種と時間帯 （人数）

、

、
1日 3 年

＼ 2日 3日 4日 5日 6日 7日

休日平日 夏休み

昼 73 8 7 6 5 7 4 1 179
夜 6 3 18 23 21 22 30 11 56

工場 5 2 1 1 4 1 39
飲食業 15 11 15 14 1617 5 62

配達業 2 1 1 1 1 4 39
販売業 11 1 2 3 3 3 1 31
サ」 8 3 5 5 4 4 2 24

鱗
33 6 9 4 3 3 1O

他 4 3 2 1 2 1 34

運動クラブ

文化クラブ

クラブ所属なし

図3 クラブ所属別の夏休み中の
   アルバイト経験

 3年生のこの1年間の平常時にしたアルバイトの週間

従事日数と時間帯および職種を衰5に示す．クラブに属

している者と属していない者にそれらの差はみられなか

った．63．8％（254名）の者がアルバイトに従事して

いる．そのうち，休日のみやっているものが19，8％

（79名）であった．38．9％（155名）の者が授業のあ

る平日に週2日以上アルバイトをしている．一方，週5

日以上もアルバイトをしている者が1＆8％（75名）にも

達している．休日のアルバイトはほとんど昼間行われて

いるが．2日以上している者の時間帯は80％（125名）

までが夜（午後6時以降）であり，しかも，その62．4

％（78名）の者の職種は飲食業である．このように平常

時に多くの時間をアルバイトにさいておれば，高専の教

育内容を十分に理解できないまま進級して，学年全体の

レベルが低下し，さらには高専卒業生に対する評価を落

としてしまうのではなかろうかと案じられる．

 衰5に3年の夏休み中にしたアルバイトの職種とその

時間帯も付記した 夜に従事している者は14．1％ （56

名）と平常時に比べて少ない．飲食業の占める割合も

15．6％（62名）であり，平常時に比べて少ないしかし、

平常時に飲食業に従事している者の約80％（50名）の者

が夏休み中にも飲食業に従事していた．この飲食業に従

事している実態をみるかぎり，長期休暇中のアルバイト

が平常時のアルバイトに連続的につながっていると思わ

れる引．r時間が余るから」とか「社会を知りたいから」

という動機で始める長期休暇中のアルバイトでさえ，職

種を慎重に選ばねばならないことを示している．

 アルバイト先をどのようにして見つけたかを闘いたと

ころ，長期休暇中では，新聞・雑誌で見つけた者が最も

多く40．7％，友人・先輩の紹介が37．O％，家族の紹介

が16，4％であった．平常時の場合には，友人・先輩の

紹介が最も多く46．1％．新聞・雑誌が33．3％となり，

家族の紹介は9．2％であった．かなりの学生が誘い合っ

てアルバイトをしているといえる。

4．保証者のアルバイトに対する意識

 回答した保証者の41％が学生時代にアルバイトを経験

していた．回答者の子息がアルバイトをしたことがある

と回答した保護者が90，8％おり，学生のみに実施した

結果とほぼ一致している．

 子供が高価なものを欲しがったとき，「自分でアルバ

イトをして買わせる」と回答した保護者が61．8％に達

している．原則論として，子供がアルバイトを希望した

らどのようにするかを聞いたところ，賛成6．1％，条件

次第で賛成89．2％，反対4－8％であった．実際に子供

がアルバイトをしたと回答した保護者が，子供がアルバ

イトを希望したときに取った態度を図4に示す長期休

暇中より平常時の方が反対や仕方なく認めた保護者が多

くなっている．平常時のアルバイトについては，学習面

㎜囮旧成した魎仕方なく認めた固反対した

長期休暇中

平常時

図4 アルバイト希望時の
   保護者の態度
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がおろそかになったり，疲れてしまう等の心配をしてい

る保護者が多いためと思われる．保護者は，仕方なく認

めたと回答したものも含めて条件付きではあるが，アル

バイトを言午可する意向をもっていると思われる．それは

大学などの受験のない最終学歴校に入学させた保護者の

次のような意識ではなかろうか．「勉強がほどほξにで

きておれば，就職は大企業に行けることだし，多少遊ぶ

ことも大事だ．社会勉強にもなるのだから，学業を踏み

はずさない程度でアルバイトをして，遊ぶ金や自分のほ

しいものを手に入れるための金は自分で額に汗して稼い

だらいいじゃないか・一…・」．

 アルバイトのもたらすよい点と問題点と思われる項目

について全保護者に問うた結果を図5に示した．保護者

の38．2％が「学習が手につかなくなる」ことを心配して

いる．「飲酒・喫煙」の心配は34．8％，「金使いが荒く

なる」心配は31．8％である．逆に，「働くことの厳しさ」

叩皿 はい

や，「世間を知って社会勉強になる」と回答した保護者

は，実に80％以上にも達している 調査前に我々が予想

した以上に，保護者はアルバイトの意義を認め，問題点

についても，そう案ずる程のことはないと考えているよ

うだ．

 実際にアルバイトをした子供の保護者に，事前に相談

はあったか，目的がはっきりしていたか，収入額を知っ

ているか，お金の使途を知っているかと問うたところ，

いずれについても90％以上の保護者が把握していると回

答している

 アルバイトをした子供の生活態度の変化に対する保護

者の評価を図6に示す．保護者の評価は長期休暇中と平

常時では若干異なる点もあるが，ほぼ同じ傾向にある．

「疲労がみられた」と50％以上の保護者が回答している．

平常時には半数の保識者が「学習時間が減った」と回答

していて．これは長期休暇中よりやや多く，後述するが，

塵……ヨとららて一一もない固いいえ一

金城ばかりを人刎にするようになる      ・≡l11，1一一＝≡≡1二11松＝，』o一＝1二出。≡二≡。≡＝、。＝、。…．

人人の社会のずるい面を覚える

多額の金銭を得て金使いが荒くなる        ・    ＝≡1葦……1≡≡1茎…11削盲…葦≡≡二≡沁…1

学習が手につか次＜なる             ’    ≡塞…二箒軌；：…＝葦＝

喫蜆や飲酒を覚える恐れがある           一     1ミ11｛11…蹴棚1＝。1王…1。三

働くことに疑問を持つようになる     I ≡繊…≡……葦顯湖…三ミ＝≡榊＝＝主

金銭感覚が身に付く

交友関係が広まって．人間的に成長する

働くことの厳しさを知る

                     1●     ＝●     3●     4●     9

             図5 アルバイトの功罪に対する保護者の意見

              乎常時
学習時間が漬った
              長期休暇中

              平常時
ネし銭正しくなった
              長期休暇中

              平前時
生活が規則正しくなった
              長期休暇中
              平常時
ヨ三者舌カー派 手‘こ な っ た

              長期休暇中
              乎常時
疲労が見られた
              長期休暇中

皿1皿回はい 堅産圏どちらでもない㎜いいえ

。i●

図6 生活態度の変化に対する保護者の意見
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学生の回答とは大きな隔たりがある．主観的な学生の判

断より，客観的にみている保護者の判断の方が信頼でき

るであろう． 「生活が規則正しくなった」という回答は

長期休暇中に対して多くなっている．これは昼間アルバ

イトに出かけることによって規則的な生活をするように

なったためである．

 これらの調査結果から，保護者はアルバイトを社会勉

強・労働体験としてとらえ，本人さえ自覚しておればマ

イナス面も少ないと考えており，子供が高価なものを欲

しがったとき，条件付きではあるが，積極的といえるほ

どにアルバイトを許可している．その結果，学生は高価

なものを手に入れたり，学生生活をエンジョイすること

ができたが，疲労が残り，学習時間が減少していると保

護者は指摘している．

 さらに，アルバイトをして高価なものを手に入れるこ

とにより学生の生活ぶりが次第にエスカレートする．そ

してアルバイトが画白くなり，日数が増えたり，報酬の

高いアルバイトを追い求めていく傾向が一般にみられる

ようである．たとえば，ある保護者が了ンケート中に図

7のように書いている．

5．アルバイトのメリット、デメリット

 中学の優半からオーディオ黎品を取り勝え始め．こず

かい．お年王や入牢蜆いなとでは足りなくなりアルバイ

トをしたいと言いだした．新聞塵達ならと許可をした

｛1年生の夏休み〕．不似1はこれらの製品が一応層うと

今度はオ．ドバイ‘こ口喋を持ち始め．知からは絶対・こ買

ってもらえないため．長期休6に入るのを待って崎口蛤

のよい○一場へと資。1自分の晴買欲求金権たしている．

お金が足りなくて3年生の4．5．6月の目崎目もアル

バイトを始めたが，成績が芳しくないΦで早章ω回一ン

の籏9を働か支払う条件で止めさせた｛お金ω使い方は

業動がなく寸ごく上手です，．

 子供の好みが寓織化し．人生の怠裏も考えず1こ、人生

の目的は厳一緑素のみという子供の凌算・こどう導いてよ

いのかとオえている1一人の長として．在学中には部活

動仁独学拒統書に熱中して欲しいのに、今の子供適喧一

人前の大人並みに金を使う生活を薬しむことを求めてお

。．嶋代ω譲れを書じながらも．縦としては言うべきは

百0、． 68’，せるぺ書目＝従’っtrなくてはと自分‘こ言一、0・1オ、

世でいる．

 3年生の90％以上がアルバイトをしており，学校の学

習時間，クラブ活動時間以外の自由時間のかなりの部分

をアルバイトが占めていると思われる．このような状況

にあってアルバイトについてどのような指導をすべきか

重要な課題であるが，決定的な指導方針を形成するまで

には，なお時間が必要であろう．ここではアルバイトが

学生生活にどのような影響を及ぼしているか考察する．

アルバイトの功罪を学生はどのように自己評価している

                   皿1皿はい

祉会というものを知りえた 乎常時

             長期休暇中
労働というものがわかった 乎笥崎

             長期休暇中

             長期休暇中

             平常時
学脚こ舳い搬感舳った長鮒眠中

学校外の仲間ができた

規則正しい生活の

     リズムができた

人間としての枠が広がった

    図7 ある保護者の意見

のか，調べてみた．

 アルバイトのメリットの第一は．「経済的に豊かにな

る」ことであり，動機の第一であることはすでに述べた．

アルバイトで得た収入を学費・修学費に充てる学生が少

数であるのは，すでに指摘している，収入は文字通り学

生生活を大いにエンジョイするために使われている．平

常時に夜間アルバイトをしている134名の使途において

も生活費・学業費の占める割合（17．7％）は表4の大学

生の場合3）とあまり変わらないことからも苦学生とア

ルバイトというイメージはほとんどない．学生生活を物

質的に豊かに送ることこそが彼らの関心事である．

 学生の自己評価を問うた中で，社会勉強・生活面での

メリットと思われる項目を選び．調査結果を長期休暇中

   匿；ヨどちらでもない㎜いいえ

平常時

長期休暇中
長期休暇中

平常時

平常時

長期休暇中

区8

   ‘■     日●     3■     ’6     5●

アルバイトに対する学生の評価I
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と平常時とに分けて図8に示す．休暇中と平常時でも同

様に肯定しているものは「社会を知ることができた」

「労働がどのようなものかわかった」という社会勉強の

面である．これはアルバイトをするための理由付けとし

ては，普遍的であるといえる．さらに「人間としての枠

が広がった」というのも高く（50％），学校生活では得

られない勉強ができたと考えている．社会勉強だけでな

く「学校以外の仲間ができた」というのも70％前後あり，

広くなった交際範囲を評価している．高専では，同じク

ラスが5年間続くという特殊な条件にあって，学生同士

のつながりについては今後十分に検討しなければならな

い課題であろう．

 「規則正しい生活のリズムができた」の項目に関して，

休暇中と平常時では評価に差がある 休暇中では522

％と高いのに対して．平常時では29．2％となっている．

長い休みを無為に送るよりはアルバイトをして生活規律

を維持するという点で，アルバイトには確かにメリット

が認められる．しかし，平常時では正常の学校生活が支

障をきたしがちであるのが実情であり．問題とすべき点

であろう．

 社会面・生活面でデメリットと思われる項目の意見分

布を図9に，学習面でのデメリットを図10に示す．社

会面・生活面では．「飲酒・喫煙を覚えた」というのは，

極く少数であり，学生はアルバイトのデメリットにはあ

げていない．「金使いが荒くなった」という学生が約33

％おり，機器購入や旅行など使途のはっきりしているも

の以外にかなりの額が遊興費となっていることと符合し

ていよう．「大人社会のずるさを見た」という学生も約

4晩いるが，これは社会勉強と表裏一体となっているも

ので，r学校の勉強がばかぱかしくなった」という者は

1O％以下しかなく，学生の健全性を示すものといえよう．

 「疲れて体調をくずした」という回答が19％とかなり

低いが，「体調をくずす」という表現にとらわれた回答

かもしれない．保護者の調査では50％以上が「疲れがみ

られた」と回答しており，アルバイトによって疲れてい

るのが事実であろう．特に「睡眠時間が少なくなった」

と回答した学生が平常時には43．2％におよび．休暇中

のアルバイトの場合との差が大きい・これは学習面のデ

メリットと深い関係がある．

 学習面で「学習時間が少なくなった」ことを認めてい

る学生が36．3％もあり，これは保護者への調査結果とも

符合しており，学業の妨げとなっていることを物語る．

しかし一方で，「宿題・レポートができない」というこ

とはなく（60．3％），「成績が下がった気もしていない」

と回答し（48．3％），学業とアルバイトを両立させて

いるように自己評価している つまり学業面でのアルバ

イトのデメリットをあまり問題にしていない学生が多い

ようである．しかし．このこと自体がすでに問題である

という指摘もある3，．5年間で高等教育を修得するとい

う高専の特質を考えると，学習時間の減少は致命傷にな

りかねない．

 ここで，平常時に夜間のアルバイトをしている学生を

取り上げてみよう．このような学生は134名おり．その

62，4％が飲食業に従事してい乱彼らのなかで「睡眠時

間が短くなった」，r学習時間が少なくなった」，「飲

酒・喫煙を覚えた」と回答した者は．飲食業以外の者よ

り20％ほど高かった．さらにまた，平常時に飲食業でア

ルバイトした学生94名をみると，「飲酒・喫煙」，「人

間としての枠の広がり」・「学校にない充実感」がそれ

ぞれ飲酒業以外の者より20％以上高い．「学校以外の仲

間ができた」と84％の者が肯定している．飲食業には他

の業種に見られない特徴があるといえよう．

皿口1山 はい 匿塞圓どちらでもない幽いいえ

睡眠時間が少な＜なった

疲れて体調を＜ずした

飲酒・喫優を覚えた

金使いが荒＜なった

大人の守るさを垣間見た

 平常時

平常時

長賜休暇中

平常時

長期休暇中

平常時

長期休暇中

平常時

長期休葭中

区9 アルバイトに対する学生の評価u
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1㎜皿Iはい 塵藩ヨどちらでもない醜いいえ

成績が下がった気がする    平衛時

宿題やレポートができなかった 平常時

学習時局が少なくなった    平衛時

休暇中の宿題ができなかった  長期休暇中

               平筍時
学技あ勉強がばかばかしくなった
               長期休略中

区10 アルバイトに対する学生の評価㎜

6．む す ぴ

 高専生の学習時間の少なさとアルバイト経験者の多さ

を知り，アルバイトの動機，実態およびその影響につい

て学生と保護者に対して調査した．アルバイトには，広

い意味での学生生活を送るのに必要な経済的基盤を作り，

学校で得ることのできない社会・労働体験を積み．交友

範囲が広くなるというメリットがある反面．疲労が生じ

学習時間が減少するというデメリットがある．メリット

だけを体験・学習し，人間的にも成長する学生もあるだ

ろう．しかし，アルバイトによる疲れが学習意欲を減退

させ，学習時間が減少して成績を低下させ，その結果，

ますます学習意欲が減退し，そしてアルバイトに熱中し，

やがて本業化してしまい，本来の学業を放棄せざるを得

なくなる学生も多い6〕．特に，授業のある平常時にする

夜間のアルバイトや飲食業のアルバイトは決して健全と

はいえない事がわかった．アルバイトの功罪を考えると

き，時期・業種が決定的な要因である．

 以上の点は学生も十分に自覚しているように見うけら

れる．図11に後輩がアルバイトをするべきかどうか相談

にきたとき．どのように答えるかを問うた結果を示す

学生の74％が「職種によって勧め」，学生の50％が「長

期休暇中のみを勧めている」のである．学生の健全な判

断がここから読み取れるのではなかろうか．しかし，次

第にアルバイトに誘惑され溺れていくところに問題があ

るように思われる．一方， 「なるべく止めるように説得

する」とか「絶対反対する」と答えた学生は11．5％し

かなく，学生の大部分は学生生活を送るのにアルバイト

するのは当然であると考えているようである．

 本校ではアルバイトを奨励しないという方針であるが

現実には，ほとんどの学生がアルバイトをしているとい

う状況を直視し、学生の健全な判断を育成しながら，ア

ルバイトヘの指導を見直していかねばならないだろう．そ

のとき問題となるのは，時期や業種等のアルバイトの具

体的検討が第一であるが，学校教育への魅力を抱かせる

広範な教育内容の検討も必要であるように思われる．

縛対反対する

やめるように説得する

資穂によって勧める

平日のみ勤める

長期休艘中のみ納める

是非やれと割1める

図11 後輩へのアルバイトに対する
   学生のアドバイス

 最後に，本校在職中に学生の生活実態調査を積極的に

実施しでまとめられた本校名誉教授杉野英大郎氏と現活

水女子大学助教授野々村 昇氏に，深甚なる謝意を表し

ます．
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